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戦後 しばら くして,戦 時Ⅲか ら途絶えていた海外の図書

や雑誌 が入って来 るようになった 1 9 5 0 (昭 和 2 5 )年頃の

ことであった と思 うがたまたま丸善の新着外国書 日録 を見

て V  ゝる と , Third Symposium on Combustion, Flamcs and

Exp10siOn Phcnomcnaというのが 日に着いた 早 速ぅ入手 し

てみると,そ れは,1948年 にウィスコンシン大学で開催 さ

れた第 3回 燃焼シンポジウムの論文集であった そ れによ

ると,そ の第 1回 は 1928年 に,第 2回 は 1937年にアメリ

カ化 学 会 の大 会 の ときに催 され,そ の論文 はそれ ぞれ

Industrial alld Enginccdng Chcmistry詰の vo1 20,pp 998-1067.

1928, Chcmical Rcvicw誌 の vo1 21,pp 209 460,1937お よび

vo1 22,pp 1 310,1938に載っているとある

1928年 は兎 も角 として,1937年 (昭和 12)年 は東大工学

部航空学科 に筆者の入学 した年 である 筆 者の専攻 は航空

原動機で, したがって燃焼などにも関心は あったが,航 空

学科の図書 室に上記の雑誌は備 えられてお らず,そ んな燃

焼シンポジ ウムの論文の ことな ど, 知 る由もなかった 航

空関係,機 械関係の雑誌にも燃焼の論文 は載つてお り,ま

た燃焼関係 の書物 もい くらか備 えられていたか ら,筆 者の

燃焼に対する関心 はもっぱらその方面か らのものであつた

筆者 の大 学生 時代,す なわち昭和 の 10年 代 前半 には,

燃焼な どは化学関係の人のや る ことだ, とい う考 え は,確

かにあった ようである 航 空学科は終戦で廃止 され,1954

(昭和 29)年 に再建 されたが, その間,筆 者は助教授 として

機械工学科 に所属 していた そ こで,燃 焼の議義 をしよう

とした ら,燃 焼は機械 工学の正統 な分科 として認知 された

ものでないか ら,そ んな謡義 をする必要はない, と言われ

た ことがあ る /PT論,筆 者は講義 をした お なじく原 動機

を対象 としていて も,航 空学科で は学生時代か らそうV うヽ

自」象はなかった

それは兎 も角 として, この第 3回 シンポジウムの論文集

によって,戦 中戦 後の約 10年 間,全 く分 か らなか った海

外の燃焼研 究の状況を知 ることがで きた そ こには,燃 焼

は化学関係 の人ばか りのや るものでないことが如実 に示さ

れていた

1952(昭和 27)年 になると,第 4回 (国内 燃焼 シンポジ

ウムが MITで 催 されるか ら, 出席および論 文発表を求む,

とのアナウ ンスメン トが送 られ て来た 日 本か らの初めて

の出席 と論 文発表のあつたのは この回である 筆 者 は出席

などで きる状態ではな くぅ燃 12flシンポジウム常置委員会の

議長バーナー ド ル イス博士にお願い して,論 文の代読 発

表 を許 していただいた 当 時はそれができたのである

終戦後 の混 乱の時代で も燃焼研 究を細々 と行なって きた

ものの,国 内発表に対する関心は薄 く, さればとい って沼

外発表の機 会 もなかった 全 面的ではないな 平和条約 も

締結 された この時期になって,や っと世界 の仲間入 りがで

きるこ とになったが,ス ター トにおいて約 10年 , 実質的

には約 20年 の遅れが あった, と見 るべ きである (国際)

燃焼 シンポ ジウムは, この国以後 ,隔 年開催 とい うことに

なった
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1954(昭和 29)年 8月 の終わ りか ら9月 の始めにかけて

ピッツバーグ大学で開催 された第 5回 は,筆 者が出席 した,

とい うよ りは出席で きた,最 初の回で ある こ の とき,三

井造船の御 好意で三井船舶の新造貨客船
“
宝永山丸

"の
処

女航海に乗せて もらえることに な り,西 脇仁一教 授 と二人

で行 くことにした そ れは,横 浜を出港 してか ら,ポ ー ト

ラン ド,サ ンフランシスコ, ロサ ンゼル ス,パ ナマ運河 を

経由 し,ニ ュー ヨークで下船するまで,約 1ケ 月の船旅で

あつた 筆 者 らのほかに, 日本か らは,矢 木 栄教授や在米

中の 2名 くらいが参加 された そ れまで筆者や論文の著者

名 としてだ け知っていた燃焼分野のお歴々に筆者 はこの と

き初めて会 うことがで きた

このシンポ ジウム出席 は,筆 者 にとって初めての海外旅

行であった 出 発当時,戦 後すでに海外旅行の経験 を した

会社の友人 達の話で,宴 会用 に正装 を用意 して行 くべ きで

あるとか,あ まり安い ホテルに泊まるのは,馬 鹿にされ る

か ら,上 した方が いい とか, と注意 され た ものである し

か し,そ うである として も,当 方にはそんなことはで きな

い 実 際にこの シンポジウムに出席 してみると,そ の雰囲
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気 とはまるで違い,研 究者が研 究室か ら出て きたばか りの

姿で も一向 に構わない風であった こ のことは,そ れか ら

後の どの回で も全 く同様であった 言 うまで もないことで

あるが,つ まり,こ のシンポジウムは研究者の集会であ り,

身分や肩書 には関係 ないものである, と筆者には思 えた

この回 と関係はないが,会 社の人の場合 などは達 う あ

る在 米商 社の人に,4ず ぃぶん高級 な車 に乗 って ますね
〕

と言 った ら,“いや , これ は商売用 です フ ォルクスワー

ゲンな どに乗ってゆ くと,相 手にして もらえません
"と

言

う そ の点,我 々は,商 売用 とか普段用 とか, と区別する

必要がない し か し,こ れ とは別の見解 もある あ るとき,

知 り合いの商社 にホテルの予約 を頼 んだ ら,折 り返 し, こ

れは間違いではないか,大 学の先生 が こんな安いホテル に

泊 るはずが ない, と問い合わせが きたので,間 違いでは な

い,大 学の先生 だか ら安いホテルに泊 るのだ】 と返答 した

ことがある ま た,そ んな安ホ テルに泊 るのは大学 教授の

体面 に係わ る, と言 う先生 もいる こ の点では,筆 者など

は多年 に亘って大学教授の体面 を傷つけて来たことになる

第 5回 に初めて出席 して, この (国内 燃焼 シンポジウム

の形式や ら性格や らが分かったバ そ の後 ,多 少の変更 は

あって も,例 えば,大 学を会場 にすることな ど,基 本的に

は今 日まで変わ っていな い も っ とも,1974(昭 和 49)年

の東京における第 15回 のような例外 もある

帰国 にも,“宝永 山丸
'の

姉 妹船
“
赤城 山丸

)で
のニュ

ーヨークか ら西回 りの船旅を予 定 していたが,同 船の予定

がか な り遅れ ることが分かつた 丁 度,“松盛 丸
'と

い う

船がニュー ヨークか らサンフラ ンシスコに向けて航行 中で

あることを知 り,飛 行機で西 海岸に出て, サ ンフランシス

コで同船 に乗 ることがで きた 7,8月 の大平洋の快適な往

路に比べ,11月 の大平洋は連 日のシケ続 きだったが,往 路

で慣れていたせいか, 船酔いする ことはなかった 船 の旅

による出席はこれ 1回 だけ, その後 ぅ な ん回かの出席は,

すべて飛行機 による旅だつたが,船 旅の豪辛 さには比ぶベ

くもなかった
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1956(昭和 31)年 8月 にエール大学で開催 された第 6回

は,Conlbuslon lnstituに(燃焼学会)主 催 による第 1回 日で,

以後の (国際)燃 焼 シンポジウムはこの形式で現在に及んで

いる つ まり,第 5回 と第 6回 との間に, このシンポジウ

ムの開催母体 としての燃焼学会が設立 されたのである

この とき,筆 者 に
“
燃料噴霧の燃焼

"を
表題 とす る招待

論文を発表 するよう要請があ り,妹 焼学会は,筆 者の渡航

について MATS(Military All TmnspOlt Scrviccs)による東

京 ‐主府 ワシン トン間の往復を米政府に中請 し,開 催地エ

ュー ヘブン滞在 中の費用 を保 証す る, と言 う こ れ な ら,

若干の算段をすれば な んとかなりそうなので,筆 者も応

諸を伝えた力ヽ それからが大変であった 問 題は二つあつ

た
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その一つは旅券やビザの関係で ある 燃 焼学会の招待状

を携 えて米 国領事館 に出向 くと,気 むずか しそうな小母 さ

んの係官 が,“ そん なこ と, なん の連 絡 も受けていない
"

とけん もは ろろである 時 日も迫っているので, どうした

らいいか。 と 訊 くと,国 務省 に電報で問い合わせ よ, と言

う 国 務 省 に電報 なんて, ど うするのか見当もつかない

すると,私 が電文を作 ってあげる, と言ってタイプライタ

ーを打ち出 し,こ れをこの付近の電報局か ら送信 しなさい,

と手渡 され たのを見 ると, これは電文 というよりは手紙で

ある こ んな長い文句,暗 算 してみ ると,大 変な電報 料 に

なる こ んな電報 料を払 うくらいなら出席を取 り止めた方

が ましだ, と思 って,電 報局な どに寄 らずに大学に戻 って

来た 教 室 に着 くと,米 国領事館 か ら電話があった 電 話

に出 ると,先 方 は例の小 母 さんで, も う電報 を打 ったか,

と問 う 打 たない, と答えると,ベ リー ハ ピーいま国務

省か ら通知が来た,と 打って変わって機嫌のいい声で言 う

それか ら後 は,す らす らと事が運んだ ビ ザを取 りに行っ

た ら,あ まり簡単 に呉れたので ,指 紋は採 らないのか, と

聞 くと,あ なたの指紋は 2年 前に採つてファイル してある,

と言 う な るほど

指示にしたがって極東空軍のオ フイスに出向いて来 恵を

告げると,日本人 (だと思 うんだカウ女子職員が英語で話す

こつちは飽 くまで 日本語で話す 向 こうも仕 方な く日本語

で話す 空 軍省 発行の通 行証 レター を 15部 くらい出すか

ら,各 空軍基 地で乗 り降 りの とき, いわば関所で,1枚 ず

つ渡 して行 くように,と 言 う 明 後 日とかに来て ください,

12時 にウィル ビ ー レ ディー,な どと言 う

イエロー カ ー ドは,当 時,米 軍病院に なっていた聖路

加病院で貰 え, と言 うので,行 ってみる と, ここでは日本

人の看護婦 みたいな人が受付に いて,オ ー トベー シェンヘ

行け, と言 う な んの ことか と思ったが,教 えられた建物

に行 ってみる と,な ん のことはない,外 来 (out_patient)で

ある 担 当 の軍医 に目的を告 げると,(嘘 か本当か分か ら

ないが)自分もエール大学の率業 生だ,と 言つて愛想がいい

派券 や ビザの関係 は,ま あ,な ん とか うま くいったが,

これ と同時並行 して もう一つ問題があった 東 京 ―主府 ワ

シン トン間 の航空便 とニューヘ ブン滞在費は保証する と言

われて も,1ド ル も持た ずに出かけるわけにはゆかない

ところが,外 国為奮 事務 所 に行つてみ ると, これ はオ ー

ル ギ ャラ ンティー ケ ース, すなわち全 部あち ら持ちだ

か ら, ドルは取得 で きない, と言われる そ の旨ぅ燃焼学

会に通知す ると,当 時,幹 事を して いた GCウ ィリアム

ス教授か ら, 日本政府の言い分 は理解で きな いが そ んな

ら電報為替 で ドルを送 る, と言って来 た そ れを外国為替

事務所に告げると,電 報為替が来て も,現 金化はで きない,

と言 う ま た ウィリアムにその旨を通 知 して いるうち に,

MATSで 決められた出発の 日が迫って きた 出 かけるか に

めるか, と思案の末 ,会 社 にいる友人に闇 ドルの入手 を頼

んだ 工 に闇 ドルの名にふさわ し く,出 発 の前夜 ,現 金

200ド ルを届けて くれたが, それは 100ド ル紙幣 2枚 であ

(92)
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つた

出発の 日は台風の前ぶれのような天候で,予 め言われ た

ように羽国の空軍オフイスに電 話 してみると, どうも出発

が予定 よ りも遅れ るらしい 遅 れの程度 によっては,シ ン

ポジウムで の発表予定 日に間に合わぬ虞れがある そ うな

ると,な んのため に苦労 して行 くのか分か らな くなる 兎

も角,羽 口に出か ける 勿 論,モ ノレール なんかない時代

で,前 日あた りか らタクシーで行つた と思 う

羽口には民 間航空のター ミナルがすでに開設 されて いた

が,MATSの ター ミナル はかな り離れた別 の所 にあ った

なん時間 くらい待 ったか忘れた バ 夜 までには 出発で きた

と思 う 待 っている間 , ドル ならなんで も買 えるが,100

ドル紙幣 でコーヒ十~杯 はどうか 第 一 ,1ド ル も所 持 し

ていない建 前になっている 出 国手続の ときによく不審が

られ なかった もの と思 う 飛 行 機 は四発 のプロペラー機 ,

時追 は400血 くらいか 今 日のジェッ ト機の半分以下だ

つ まり,時 間が 2倍 以上かかる 機 内の座席は,全 部,後

ろ向きに並 べ られている こ の方がク ラッシに対 して安全

性が高い という そ の通 り し か し,地 上を離れ るまでは

どうも変な気が した

第一着陸地は ミッドウェー島で,こ こは海軍基地である

真夜中に近 いので,あ ま り降 りる人 もな く,タ ー ミナル

ビルも閑散 としている 酒 保に行つて, ここならも うよか

ろうと, 100 ド′弥氏幣 を/J銭ヽ に若 えて もらう  次 はホノル

ル国際空港 に隣接 しているヒッカム空軍基地, ここで入国

手続をしてサ ンフランシスコ近 くの トラヴイス空軍基 地に

向か っ

ここで,一 泊 して,翌 日,主 府ワシン トンに向かわなけ

ればな らな い タ ー ミナル ・ビルに入 ると,筆 者の名をス

ピーカーで 呼んでいる イ ンフォメーシ ョンに行 くと 'ウ

ィリアム ス教授か ら電 報為 替が届いていたが,ウ エ スタ

ン ・ユニオ ンのオ フイスは閉まっていて,現 金化はで きな

い ど こに泊った らいいか, と係官に訊 くと, トランジェ

ン ト・ビル ディングに行 け, と言 う と いつて も,相 当に

離れた所 にあ り, タ クシー代 30セ ン ト払って行 つてみる

と,Transicllt OIflccr Clubとい うもの で,そ このビー 。オ

ー 。キュー ビ ルデ ィ ング 41へ 行 け, と 係 官が言 う

BOQと はなんの ことか , と試 しに聞 いてみ ると, 彼 も少

し考 え込んで,BarrttkS OfracicIさQu■ltCrsと,英 語か仏語か

分か らない ような言葉 を通行証 レターの裏面 に言いて くれ

た,あ とで別の人 に聞 くと,Bachclor OttccrざQuattCrsだ,

と言 う こ つちが本 当 らしい し か し,要 するに彼 らには

BOQな のだ 宿 泊料 は 1ド ルで ,室 のキー と補麗 なタオ

ルを渡 され た 新 築の小 ぎつば りとした宿合で,あ た りは

全 く静かだカキ 疲れ過 ぎて いるせいか,な かなか寝 つかれ

ない 翌 朝, 目が覚める と,タ ー ミナル ヘの出頭時間を過

ぎている 院 てて 1ド ル払つてター ミナルに駆 けつけてみ

ると,チ ェックイ ンの列がで きている 自 分の番が 来てみ

ると,座 席の リザ ーベーシ ョンがされ ていない, と言われ

る ど うや ら, 昨晩,着 いた ときにやってお くべ きこ とだ

った らしい そ れでも, なん とか都合を して もらえた 早

速, ウエスタン ユ ニオンのオフイスに行ってみると,午

前 10時 にな らない と金庫 を開け られない, とか言 う こ

れでは出発 に間に合わない な ん とかな らないか, と訊 く

と, どこかヘ テレ ックスを打った りして現金 化を して く

れた

乗った飛行機 (これ も勿論 プロペ ラー陶 は,そ の夜おそ

くワシン トン空港 (これ も記号で DCAと なっている)に 着

陸, この飛行機 はここまで とい うわ けで,み な降 りて しま

った こ んな時間 にこれか らどうした らいいんだ, と係 り

の士官に相 談す ると,今 夜はモガ イヤで寝 ろ, と言 う モ

ガイヤ,モ ガイヤ】……い くら聞き返 して も, なんのこと

か分か らない と うとう紙 に書いて くれ, と頼む と,な ん

の ことはない McGtl碇 と書いた 当 時,マ クガイヤシスタ

ーズ というグループ ・シンガーが流行 していた 私 はこれ

をマクガイ ヤ と発音する, と言った ら,そ の通 りだ,ベ リ

ー ナ イス, と言いやが つた つ まり,こ こには軍 の宿舎

はないか ら, マクガ イヤ空軍基地 (新聞記 事などで よく知

っていた)で 泊れ,そ こか ら明朝ニ ュー ヨーク行 きのバ ス

が出るか ら, とい う次第 である そ れに して もぅニュージ

ャージ州の マクガイヤ空軍基地 まで どうして行 けばい いの

か, と訊いた ら, この飛行機 もそこに格納す るか ら,そ れ

に乗つて行 け, と言 う な るほど,30分 くらい した ら,筆

者一人 と乗員だけで飛び出 し,15分 くらいでマクガイヤに

着いた

その晩は基 地の宿舎 Passcngcr Hotcl(もう勝手は分かつ

ている)に 泊 まる 翌 日, ニュー ヨークまでバス, そ こか

らは列車で 陸路ニューヘブンに行 き,エ ール大学 の会場に

辿 り着いた のは, もうテクニ カル セ ッシ ョンの始 まって

いる月曜の午後 ,東 京出発以来 50時 間余 で,全 くク タク

タ,眠 りたいの一 語に尽 きていた こ の シンポジ ウムで,

筆者 は,自 分の招待論文のほか,磯 日 浩君 との共著論文 ,

木村逸郎 酒 井忠美の両君 との共著論文 ,計 3回 の発表 を

行なったのだがぅ よ く体が持ち耐 えた ものだ と思 う

シンポジウムが終わ るや ,筆 者 はす ぐに帰途についた

予て商社の友人に頼んでおいた ニュー ヨークの安ホテルに

着 くな りぅす くベヾ ッドに入った ぐ つす り眠 って目が覚め

ると,カ ーテンの隙問か ら外の薄あか りが見えた 時 計は

4時 を指 している ま だ早い と思ったが ,カ ーテンを開い

て見 る と,目 の前 は 20階 くらいの建物 の中庭で,遠 か上

の方に,煙 突の底か らで も見 あげるように,小 さ く区切 ら

れた明か るい青空が見えた 午 後 4時 だった 20時 間 くら

い眠った勘 定になる こ れで東京 出発以来の疲れ と眠気が

やっ ととれたような気が した

MATSの 予定 に合わせ るた めに,ニ ュー ヨークに 3泊 ,

主府ワシン トンに 1泊 し,ア ン ドルーズ空軍基地か ら トラ

ブィス空軍基地 に向かった ア ン ドルーズで搭乗するとき,

機 内 に入 ると, ほとん どの席 があさがって しまって いて,

どこかないか と目で探 している と,一 つだけ誰 も座 らない

で通 り過 ぎ る席がある そ の隣席の爺 さんな  こ こに坐れ
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と手招 きす るのこ そこに坐 る と,新 間はどうだ,雑 誌 は

どうだ, と話 しかけて くる気のいい爺 さんだ や がて トラ

ブィスに着 陸すると, スチュワー デスが軍服の上着 を持っ

て きた 位 はなにか知 らないが,相 当の高官 には違いない

彼 は上着 をつけなが ら,こ こで グッ ドバイだ,御 気嫌 よう,

と言つた 誰 も座席 を動かない や がて数名 の将校が乗 り

込 んで来 て,直 立不 動 で敬 礼 し,彼 を先導 して行 った

MATSの 乗降は,ま ず VIP,次 が婦人 子 供 ,そ れか ら一

般人の順序 で,最 後が軍人 となっている ト ラヴイス には

また 1泊 した と思 うが,そ こか らハフイの ヒッカム空算基

地,さ らにウェーク島に途中着陸 し,ふ たたび羽 田に戻 つ

たのは出発以来 2週 間後の ことだった MATSに はその後

も,第 8回 ,第 9回 に出席のために2回 御厄介 になったが,

その ときには もう慣 れてもい るし,同 行者 もあったので ,

この第 6回 の ときに最初 に経験 したような, まごつ きはな

かった

4

1958(昭和 33)年 8月 の終わ りか ら9月 の始めにかけて

コン ドンおよびオ ックスフォー ドで開催 された第 7回 も,

筆者 には思 い出ぶかい回である と いつて も,筆 者はこれ

に出席 しなかった こ の回には, どうも旅費 の工面がつか

な くて,出 席で きそ うもなかったが,開 会 ぎ りぎ りまでに

はなん とかなるか も知れない と思って,論 文 (磯劇 浩君 と

の共つ だけは出 してあった

ところが, この回か ら燃焼学会の三賞が制 定 され,そ の

第 1回 と して,ア ル フレッ ド・チャール ズ ・エ ジャー ト

ン ・メダル およびバーナー ド ル イス メ ダルがそれ ぞれ

御本 人に,tyF焼学会シ ルバ ー メ ダルが ,前 回 (1956年)

発表の論文 に対 して,筆 者 と磯 田君 とに授与 され るこ とに

なった 出 席 してみず か ら受 賞 したいのは山 々だつたが,

結局 それが果たせ拭  日 本か らの 出席者の一人,東 北大学

の棚沢 泰教授 に代理受賞をお願いすることになった

その論文 とい うのは,“無重 力状態における燃料液 滴の

燃焼
)に

関するもので,自 分では大 いに野心的な心算なの

に,国 内ではあ まり評価 されなかったので,遅 ればせなが

ら第 6回 に発表 したものだが,そ の ときの校聞者の評価 も

それほ ど高 くはなかった そ れゆえ, これで受賞 するとは

夢想だに しなかった そ の ときの ルイス博士の贈呈の辞お

よびjll沢教 授の議l辞を,筆 者 は教授 の届 けて くださつた録

音テープで聞 くこと力Sできた 出 席 発表 しなかった ので,

無効 にな った と思った論 文は,第 7回 の論文 集に載って

V ウヽt

それか ら20年 後 の 1978(昭和 53)年,場 所 こそ連え,お

なじイ ギ リスの リーズ大学 で開催 され た第 17回 で ,ア ル

フレッ ド・チャールズ エ ジャー トン ・メグルを受賞 す る

ことにな り,1958年 の受賞 に対 して も 20年 ぶ りに,み ず

か ら謝辞 を述べることので きた とき,筆 者には言 葉に尽 く

せ ぬ感 既が あった  そ の メ ダル には,THE ALFRED C

日本燃焼学会話 第 48巻 143号 (2006年 )

EGERTON MEDAL Aヽ VARDED TO SEIICHIRO KUMACAI

FOR  HIS  DISTrヾ GUISHED,  CONTINUINO  AND

ENCOURACING CONTRIBUT10NS TO THE FIELD OF

COMBUST10N 1978 と 刻 まイをてい るが , CONTINUINGの

一語が筆者の気持のすべてである

5

日本か ら初 めて出席 した 1952(昭和 27)年 の第 4回 か ら

一 昨年 の第 19回 まで,ま た筆者が初 めて出席 した 1954

(昭和 29)年 の第 5回 か ら今年の第 20回 まで,(国 内 燃焼

シンポ ジウムも 30年 を経 過 した 振 り返 ってみる と,い

くつかの事柄が思い浮かんで来る

30年 の間に日本か らの出席者の数は増 えたが,そ のあえ

方には特徴がある 年 とともに次第にふえた というよりは,

ほぼ 10年 のステ ップでふえている 最 初の 10年 間では,

どの回で も数名ない し 5名 内外に過 ぎなかった 1964(昭

和 39)年 にケンブリッジ大学で催 された第 10回 では,第 8

回や第 9回 の ときよ りも少な く,筆 者を含めて 3名 だった

と思 う 1966(昭 和 41)年 の第 11回 か らは 10名 内外の時

代 になる 1974(昭 和 49)年 の第 15回 は,開 催地が東京だ

けに,特 別 としても,1976(昭 和 5り 年の第 16回 か らは一

躍 25な い し30名 内外の時代 になる 25名 内外 と,や や少

なかったのは,1978(昭 和 53)年 の第 17回 (リーズ大学)と

1982(昭和 57)年 の第 19回 (テクニオン ーイスラエルエ科

大学)と である 今 年の第 20回 (ミシガン大学)に は 30名

以上が出席するであろう

燃焼学 会の支部 としての日本燃焼研 究会の例年 12月 に

催す国内シンポジウムは,初 めの頃は,(国 際)燃 焼 シンポ

ジウム発表 論文の リハーサルみ たいな家々たるもので あつ

た そ れが,い までは発表論文 100篇 を超す盛大な年会に

化 している こ の量的盛大 は手離 しで誇れ る ものであろう

か こ の年会は,い くつかの学会の共催 によるもので,論

文発表に対 する審査 は無にひ としい 量 的盛大は当然の帰

結 として得 られるであろう し か し,質 的盛大を こそ求む

べ きではなかろうか 燃 焼研究者 のふえていることは喜ぶ

べ きことで ある し か し,燃 焼関係の特定研究などという

もののメンバーを見て,筆 者は不客 に思 うことがある 彼

の専門はいつか ら燃焼 に変わったのかぅ と  研 究費獲得 の

ために燃焼研究の一員に加わっても構わない そ れを契機

に燃焼研究 を続 けて くれればよい し か し,金 の切れ Jが

縁の切れ 目では仕様がない 研 究費,研 究費 とい うが, 日

本の研究者 は,い まや,物 的には恵 まれ過 ぎている 過 ぎ

た るはなお及ぼぎるが ごとし,の 弊がなければ幸いである

(国際)燃 焼シ ンポジウ ムは 30年 を経 たがぅいまだ に国

際の括弧が取れない 参 加者の国籍 は,米 国が圧倒 的に多

い とはいえ,各 国に及び,hFか に国際 的なシンポジウムで

はある し か し,用 語 は英 (労0語 に限 られている こ の言

葉の問題で もっ とも障碍になるのは討論の困難になる こと

である も っとも, 日本の燃焼研究者にも英会話に堪能な
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特集,再 録

人 も多 く, この問題 は さほど重要 とは考 え られないか も知  熊 谷 清一郎 先生 御 略歴

れない し か し,外 交上の国際会議ばか りでな く,学 術上   1914(大 正 3)年   岩 手県に生 まれ る

の国際会議 で もその例があるよ うに,使 用語の障壁を取 り   1940(昭 和 15)年  東 京 市国大学 工学 部航空学科卒業 j

除 くこと,す なわち通 訳形式を採用 しなければ,真 に国際            工 学部大学院を経て

的なシンポ ジウム とは言えない こ の問題については,英    1943(昭 和 18)年  東 京帝国大学工学部講師

語国民の側 で も原則的な反対は ない と思 う 唯 一の障碍 は   1944(昭 和 19)年  東 京帝国大学助教授

経費,特 に入件費 とされている こ れは, しか し,対 策の   1950(昭 和 25)年  工 学博士

立たない問題ではない と思われ るし, 日本や ソ連 にとって   1954(昭 和 29)年  東 京大学教授

は特 に望 まれ ることではないか こ の ことが実 現 され て,   1975(昭 和 50)年  定 年退官 ,東 京大学名誉教授,岩 手

括孤のない国際燃焼シンポジウムの実現され る日の,一 日             大 学教授

も早か らんことを望む ものである              1979(昭 和 54)年  退 官,現 在 に至 る
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